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景観材料 と しての アル ミニウムの役割

The Study on Land Scape Design Materials of Using Aluminum

鈴 木 清 隆

Kiyotaka SUZUKI

2.素 材と景観の区分1.は じめ に

景観 とは人間を取 りま く環境 の眺め、単 なる眺めでな

く、環境 に対 する人問の評価 と本質的 な関わ りがある も

の(景 観論)と され、景観 という言葉 は環境 の中に、存

在 する景色 、風景 をただ単 に眺 めることではな く、眺 め

ることではな く、 眺める人 が何 らかの意志 を もって、環

境 を視覚的 にと らえ:そ の結果 、心理的 な過程 を経 て心

に描かれ た り、記憶 され た りす る現象 である。 と建設 省

資料 にある。景観 で見 ると自然素材の割合 が多 いほど、

自然度 と人工度 による景観の区分 に違 いが生 じる。素材

としてみ ると、① 自然材で 、年月 を経 るに従 い色調 の変

化 をともなって、味の ある深みが出 るもの ②完成当初

は立派 で美 しいが、褐色 、汚れ、定期的 メンテで外観 を

保つ もの。

そ してグ レー ド・質 による違 いによる景観 の区分 もあ

る。上質 なイメージに仕上 げたいと思 う要求 である。高

グ レー ドほど伝統 に育 まれ たテース ト、クオ リテ ィー、

丹念 なつ くりが要求 され 、アー ト的要素 も高 くなる。

視野の存在 する距離 によ り要求 される品質 が異 なる こ

とにもなる。遠景 な らば、周囲 の景観 との調和 が求 め ら

れ 、色彩、光沢 、シルエ ッ トが重要 である。中景 は建物

全景の調和 が大 切で、使用 され る素材間 の調和 が重要 と

な る。近景 になると、構成 して いる部位の質感 、納 ま り

な ど詳細 な調和 が重要 で、素材の持つ 、表面 の質 のよ し

あ しとな る。

もう一つ外観 に表 われ る素材の面積 によって区分 でき

る。

景観形成 の推進 にとって重要 なもの は、街路樹、街路

灯、照明灯、外壁材、屋根材、 フェンス材が高 い比率 の

これ まで、あ まり景観 と しての デザ イン、構造物 の美

的 な要素 が考 え られてな く、機能一本 や りで、あちこち

の景観 をずいぶん と壊 して きたことに反省 しだ した。と

にか くこれか らは景観設 計が大 流行の勢いで ある。

景観へ の期待 は人々 に豊か さを感 じさせ、見 た目の美

しさだけでな く、人間的な豊かな感性 を呼 び起 こす こと

か ら始 まって、郷土への愛着、地域の魅力の創出 、観光 、

文化な どの新 しい産業 面での広 が りを見せ始めてい る。

建築 ・土木 は内側 に空間 をつ くると同時 に、外部 にも

空間 を作 る。その外部空間の仕切 りになるもの 、これが

外装材、屋根材 など に他な らな い。景観 と真 に調和の取

れ る仕上材料 、 これが今後 ます ます求 められ て行 くこと

に なる。 自 らの関与す る構造物 は、自らの もので あると

同時 に、外部 空間 をつ くるとい う意味で、一般社会の持

ち物 を造 っているとの意識 の内にな る。

景観形成 のために は、建材 メーカーの技術の活用が重

要 な要素 である。建材が建物の群 として町並 みづ く りに

そ ぐわ ないものであ った り、組 み合せて使用す ると良 く

なか った りとい うことが起 こりが ちである。材料の供給

側、選ぶ側 、使 う側の問題 として、材料面か ら景観の質

を維持 ・向上 する とい う姿勢 を持 ち、快適 な環境づ くり

に適 した材料開発 を行 う ことが重 要 とされる。
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なる材料 との組合 わせやす さ、素材感 や色の種類の豊富

さなどのデザイ ンフ レキ シビリテ ィは設計す る側の景観

に対 する意図 を実現 しやす くするもの 。

4.景 観材料の要求性能

「景観材料 の選択基準 と して重要 な もの」 を調査 した

ところ図2の 結果 になった。見栄 え、意匠性 、利 用者 ・

住民 の評判 、安全性 、耐久性等 を重視 する傾 向が見 られ

る。ユーザ ーか ら見 ての要求性能 について、特に外壁 用

(特 に金属 の場合)の ア ンケー ト調査 によると、その要

求性能重要項 目は、耐候性 、耐久性 、意 匠性 がポ イン ト

にな ってお り、整理す ると次の ようになる。
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図2景 観材 料の選択基準 として重要 なもの(4)

①環 境調和力に優れ、街並み とバ ランスある美観 が得

られると共 に、色彩、質感な ど意匠性 が優 れている こ

と。

②汚 れに くく、耐水性 、耐薬品 に優れ 、清掃 ・清浄 が

しやすいなどメ ンテナ ンス性 に優 れている こと。

③耐 変退 色性 、耐食性 、模様の保持 などの耐候性 に優

れ経年 による強 度低下 のない耐久性 に優れてい ること。

④ 耐衝撃性、接着性 に優れ 、ひび割 れ、は くり、は く

落 しないなどの安全性が高い こと。

この ように景観材料 の要求性能 には、景観材料 である
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調和 結果(図1)を 得 ている。
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図1景 観形成の推進 にとって重要 なもの(4)

3.景 観材料 とは

景観材料 という呼 び方は、材料 を生 産す る側のエ ンジ

ニア リングの観点 よ りも、利 用 した り生活の中で 、かか

わ り合い を持つ人 間側 の視点 か ら景観形成 に対す る生活

者 の要求 を満 す材料 という意 味が込 め られてい る。その

ため景観材料 とは、公 的空間、私 的空 間を問わず外部環

境 を構成す る構造物 、施設 、装置 など主 と して人間が視

覚 で とらえることのできる場所 ・空間 に用 い られ る材料

を さす もの と し、緑 ・植栽 などの自然要 素 との融和 を図

る ことので きるもので、景観材料 の定義 を環 境に調和 し、

人 にや さ しい材料 と し、 リサイクルなど新 しい社 会的な

価 値観に応 じた新 たな材料特性 をつ くりあ げる必 要がで

てきている。

景観 材料 を利用 して質の高 い景観 をつ くると きに、大

事 な視点 と して考 え られるのは、適切 な材料を使えば、

景観形 成にと って大 きな間違 いが ないということ。

素材その もの が持つ特徴 を引き出すよ うな工夫 も重要

で適切 な表面処理 は素材 を本来持 っている材料 と しての

性 能 をたかめ、メ ンテなどその後 の管理 もしやす くなる。

また設計 のね らいを材料特性 によって無理 なく実現 でき

るデザ イ ンの自由度 も重要であ る。加工の しやす さ、異



5.景 観材料の選択とメンテナンス

建材 は時間の経過 と共 に物理的性能が劣化 し、所有者

の満足度 も低下 して いく。 これ は単 に物理的劣化 ばか り

でな く、使用条件 ・経済環境 に対す る相対的 な満足度 も

低 下 する。(図3参 照)ま た 「汚れ」 につ いて も重

視 されだ した。(図4)
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制ムやタイル、仕上塗材などの人工材糾は将 の綴の

1畷田に集中し,木 や石などの天然材料はその外側に位

7ましている結果が読み取れる。(橘 高)

li、與:橘 高義典,上 杓克郎:吟 建築物7ア サードの汚

れと古風美の評価について●,1990年度日本建築学会関

戴支部研究報告集

図4外 壁 フ ァ サ ー ド に つ い て の 官 能 検 査 の 結 果

ことに関 わ らず材料 と して基 本的に満たす必要のあ るも

の(基 本性能)と 使 用環 境に応 じた品質に よって景観 を

向上 させ るもの(景 観性 能)さ らに長 期にわた って形成

され た景観 の維持 に関す るもの(保 全性能)に 大別 され

る。

1)基 本性能

材料一般 に共通 の社会的状況で、特に景観づ くりに利

用 され ることを目的と した新製品開発に際 して は、 これ

まで以上 に地球環 境の視点か らリサ イクル、環境破壊 な

どにつなが ることのない材料特性 が要 求 され始めている。

複数の材料 を使 う場合、耐久年数な どの ばらつ きに配

慮 して材料 の組 み合わせ と環境への影響 を総合的 に判断

す る心要 がある。例 え ば機能部 を陰で支え るジ ョイン ト

や接着剤 などにつ いて も安全性、耐候性、耐久性な どの

性能 に配慮 しなければな らない。 この ような材料の組み

合わせの適否 の判 断 は、材料毎の試験方法 と評価が比較

検討 できる こと。その ため に、材料間で比較の可能 な評

価基準 とデータづ くりを行 う必 要がある。

2)景 観性能

景観性能 とは、使用環境 に融和 し、高品位 な空間 を作

り上 げるために必 要 となる材料の性能項 目で、素材 ・部

材 を選 んで良い景 観づ く りを行 うためには、実現 しよう

とす る環境 デザ インの意図 やイメージに十分対応 できる

性能 が必要 で、設 計者 に対 して加工の 自由度 、環境 に融

和 した素材感 、色の選択の幅 などといった仕様 によって

デザ イ ンの フレキ シビ リティを保証 すること。特 に種類

を豊富 に揃 える ことは最 も大切 である。 また一定の寸法

を持つ部材 の複数利用す る場合 は、異 なる材料間 の寸法

の体系化 や統 一 によってもデザ インのフ レキ シビリテ ィ

が向上す る。

3)景 観保全性 能

景観保全性 能 は、材料 の変化 に対 して手入 れや補 修等

を行 い良好 な景観 を長 く維持す るのに必要 な性能項 目で

材料 の面 か らの景観 の保全 は、材料特性 に応 じた定期 的

なメ ンテが前提 となる。破損時 の補修 や施工性 の しやす

さも社会ス トックと して環境 を維持 のために重 要とな っ

てい る。同 じ材料 の安定 した供給 は破損修 復の後に異質

な ものが混 じらないために重要 なことである。



説 一

表2表 面処理の種類と劣化現象⑥

劣 化 現 象表面処理の種類

汚れの付着

皮膜の変色 ・(干渉色)

表面点食

腐食鵬 穰 踊 灘 ふくれ)

陽極酸化皮膜

(含,自 然発色・ 電解着色)

汚れの付着

塗膜の変色(白 亜化)

塗膜の剥がれ,割 れ,ふ くれ

表面点食

腐食(孔 食,変 形)

陽極酸化塗装

複合皮膜

徽 膜)
汚れの付着

塗膜の変色(白 亜化)

塗膜の剥がれ,割 れ,ふ くれ

膜塗

表3表 面処理の種類と耐朱性の限界⑥
考

 

繭{耐久性の限界表面処理の種顕

① 人間の感覚,過去の知見や経験から,

RN8は 視覚的に不具合感を強 く抱 く

分岐点と判断した.

② 補修工事例アンケー トから,RN8

が外観性能低下の分岐点とみられる.

腐食程度のレイティング

ナンパー(RN8)

・鵤極酸化皮膜

・複合皮膜

上記①,② と同じ塗膜の剥がれ,割 れ,ふ

くれ

RN8

① 人問の惑覚,過去の知見や経験から,

白亜化試験評価2点 は視覚的に不具合

感を強 く抱く分岐点と判断した.

② 補修工事例アンケー トから,2点 ヴ

外観性能低下の分岐点 とみられる.

塗膜の白亜化

白亜化試験評価2点

・複 合皮膜

・塗 膜

過去の施工実績から,塗膜厚15μmを 下

まわると,下 地が透けてみえたり,下 地

に対する保護性能が劣ると判断した.

残存塗膜厚15μm・塗 膜

清掃時 のゴン ドラによる傷 がある。放置 する と孔食 と

な るの で、タ ッチア ップ塗装処理 する必要 がある。それ

と経年建物 で排気 ガス等 による汚 れが目立つ 。 この段 階

で は、 ほとんどメンテナ ンスが行 われていない。 この汚

れが点食 につ ながって行 く。都心 にある ビルの仕上 げは

8年 周期 に手入 れを必要 と している。どんなに少な くと

も15年 周期 にはメンテナ ンスを行 うことが必要 がある。

6.お わ りに

利用 しやす い景観環境の開発 に多 くの期待 が寄 せ られ

てい る。景観環境 を利用 する側か らの視点 に立 って、開

発の方向 を展望 すると、 よ りよい使 い方 ・工夫 によって

景観 に貢献 できる製品 が求 め られ、建材 メーカーは開発

す る景観材料 が優良 な景観 を形成 し、それが社 会ス トッ

クにつ ながるのである。
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建材 としての アル ミニウム材料 の実環境 における劣化

状況 の経時推移 とその劣化要 因マ トリックスを図5、 表

1、 表2に 示す。 また景観 における劣化判定度合 の大 き

い腐食 と退色 に重点 をおき、景観材料 の耐久性 を示 す こ

とも多い。(表3)

材料 劣 化 に関係 す る因子

環 境 因 苧気 象 因 ≒F
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表1劣 化現 象 と要因マ トリックス
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そ こで外壁 を例 に、設計上 のチェ ックポ イン トを示す

と、

①景観材料 の特性 を正 しく把握 する こと。

②材料の寿命 にはア ンバ ランスがある こと。

③ シー リングは万 能ではない こと。

④設計者 はメ ンテまで責任 を持つ。

⑤汚 れがク レームにな る時代 にな ったことを認識す る。
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6)建 築物 の耐久性 向上技術 シリーズ 「外装仕上 げの耐久
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このス トックを形成 する建材 は長期使用に耐え、景観

性 を具 え たものが求 め られている。 この ように景 観材料

の開発 に当っ ては、性 能評価 基準 と性能 試験 方法 を策

定 ・開発する必要が ある。

注)社 会 ス トックとはエネルギー、資源、文 化の面

よ り見 る必要 がある。

建築 ・土木の構築物 にそそぎ込 まれたエネルギー は部

材生産 に75%、 保守管理 に20%、 施工 、解体 に5%と い

われてい る。建設時 の消 費エネルギーが非常 に大 きい。

耐用年 数 を長 くすることはエ ネルギー節約 の効果が大き

い。資源 的側面 と しても考 える必要 もある。又文 化継 承

のための存 在で もあ る。


